
    

                         

 

補聴器助成の条件緩和を 

大阪市民に知らせ、年金者組合への加入も呼びかけよう 
年金者組合のサークル活動で介護予防 

2026.2.16 32号 

大阪市
申請条件の 

介護予防活動に  サークル活動も

年金者組合の  

〈大阪労連・大阪市地区協議会〉 「補聴器助成要望項目」 

２０２５年度から制度化された本市の難聴高齢者補聴器購入助

成事業は、助成額が低額なのに区役所ではなく市役所への申請手

続きや介護予防活動への参画など、高齢者にとってハードルが高

く申請を断念させるものです。そのことは９月末の申請数にも表

れています。助成額の大幅な引き上げや申請要件の緩和を図って

下さい。国が新たに、認知症の総合支援の一つとして難聴高齢者

の早期発見、早期介入等の取り組みに対し、「保険者機能強化推

進支援金・介護保険者努力支援交付金」に「聴こえの支援」がメニ

ューに入りました。交付金の申請をされたのでしょうか。 
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裏面に加入書 



　たくさんのサークルや文化、レクリエーションに取り組んでいます。
カラオケ、囲碁、将棋、麻雀、短歌・俳句、名画鑑賞、料理教室、ウォー
キング、卓球、おしゃべり会、などなど人生をより楽しく、生き生きと。

文化・レクリエーション・サークル
　補聴器購入の助成を国や自治体
に求める取り組みを強めていま
す。ミニバス、タクシーなど公共交
通機関の「足の確保」や、買い物難
民をなくす取り
組み、たまり場づ
くりにも力を入
れています。

住みよいまちづくり

　年金者組合は「安心、安全の年金制
度」「物価上昇を上回る年金」「最低保
障年金制度の確立」などを求めて仲間
たちといっしょに声をあげています。

若い人も高齢者も安心の年金を

　年金の専門家が相談にのります。
「時効とされた年金」の誤りをた
だし、解決をした事例もあります。

年金相談助けあいでくらし改善（共済）

楽しく豊かな毎日を
キリトリ

家計にやさしい掛け金で大きな保障

●【交通災害共済】国内の交通事故（自転車、電
車など）に対する死亡、障害、入院、通院へ補
償されます。
●【個人賠償責任保険】他人への損害を補償し
ます。家族も補償します。
●【火災保険】火災、台風、落雷、大
雨、大雪の被害に対応します。
地震等見舞金も制度化。特約制
度も準備中（2025年４月）。

全日本年金者組合 加入申込書
年金者組合の趣旨に賛同し申し込みます 年　　　  月　　　  日

フリガナ

趣味･特技

お名前

生年月日 　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日 生（　　 　　才）

ご住所

〒

紹介者
TEL・FAX他

組合費
組合費は年金の0.4％と年金者し
んぶん購読料100円を合わせた
額です、支部と相談してください

配達･集金
担当者

（加入申込書に記入の上、お近くの支部又はお知り合いの組合員にお届けください）




